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      MACC通信 第52号 2020.3.31 

 
 

M o n o z u k u r i  A r a k a w a  C i t y  C l u s t e r  

 

第５２号 

２０２０年３月３１日発行  

 荒川区が進める『MACCプロジェクト』は、荒川区の

特徴である多彩な産業集積を生かした、区内企業同士

の顔の見えるネットワークの形成を推進することに

よって、荒川区の産業振興を図るものです。 

 「MACC通信」では、この『MACCプロジェクト』に関

わるホットな情報をお届けします。 

・区と山形大学、産学公金の連携体制を強化 

 ～信用金庫の“目利き人材”を「荒川区地域産業活性化

パートナー」に認定～ 

・第24回機械要素技術展に区内企業5社が出展 

・連載：「知財経営のすすめVol.8」(最終回) 

《主 な 内 容》 

■荒川区しんきん協議会加盟の5信用金庫の職員 

 この事業は、区と連携協力協定を結んでいる山形

大学のノウハウを活用して、地域課題の解決に向け

た産学公金ネットワークを構築し、区内産業・企業

の活性化を促進し、区内産業・企業と幅広い接点を

持つ地域金融機関の目利き人材の育成を後押しする

ことが目的です。             

 事業の柱となる「目利き力向上講習会」は、平成

28年度から4年連続で実

施し、スタート当初か

ら、区の中小企業融資

を取り扱っている荒川

区しんきん協議会加盟

の5つの信用金庫の職員

が参加し、実践的な講

習を行いました。 

 

■企業の成長・改善プランを提案する力を習得 

 この講習会は、講義やグループワークを通じて、

目利き力を養う要点を学びながら、実際に区内の協

力企業を対象に、経営課題や将来性を分析し、その

企業と共に成長・改善プランを創り出すという“共

創”を実践するカリキュラムが特徴です。 

 昨年度同様、小野浩幸山形大学教授が進行役と

なって講座全体の運営・指導に当たりました。 

 

■4年間の講習会で合計96人の“パートナー”誕生 

 令和元年度は、5信用金庫の24人名が参加し、昨年

6～7月の4日間、目利き力を高める講義とグループ

ワークを行いました。 

 また、MACC

会員企業の、

日建塗装㈱

(荒川7丁目)

のご協力のも

と、春日部工

場(埼玉県春

日部市)において、SWOT分析(強み・弱み・機会・脅

威の要因分析)などに取り組み、製造現場の調査を通

じ、創造的な企業成長プランを提案するプレゼン

テーション等を行いました。 

 これにより、参加者全員が目利き金融マンとして

区内産業の活性化を促進する新らたなパートナーに

認定されました。 

 パートナー認定

を受けた方々から

は、「実践型の講

習内容で、学ぶこ

とが多かった」

「地域金融機関の

あるべき姿を探る

機会となった」

区と山形大学は、令和元年度に実施した「地域金融機関連携型課題解決支援事業」の「目利き(事業性評価)

力向上講習会」を修了した荒川区しんきん協議会加盟の信用金庫の職員24名を「荒川区地域産業活性化パー

トナー」として認定しました。認定を受けたパートナーは、区が推進している産学公金連携ネットワークに連

帯し、目利き力を活かした企業支援など地域産業の活性化に向け、ご支援をいただきます。 

参加した地域金融機関 
(荒川区しんきん協議会加盟) 

朝日信用金庫 

東京東信用金庫 

城北信用金庫 

瀧野川信用金庫 

巣鴨信用金庫 

区が認定した 
「荒川区地域産業活性化パートナー」 

平成２８年度 ２４人 

平成２９年度 ２３人 

平成３０年度 ２５人 

計 ９６人 

令和元年度 ２４人 

目利き力向上講習会の 
協力企業（ＭＡＣＣ会員） 

平成２８年度 平和商事㈱(東尾久４) 

平成２９年度 ㈲中央バフ製作所(町屋１) 

平成３０年度 ㈱タカハシ(東日暮里６) 

令和元年度 日建塗装工業㈱(荒川７) 
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「金融マンとして営業活動の財産を得た」などの感

想があり、その多くの方が「目利き力や提案力を高

め、区内産業・企業の発展に役立ちたい」と強調し

ていました。 

■区内産業・企業の活性化支援を期待 

 この4年間で、96名の「荒川区地域産業活性化パー

トナー」が誕生し、より一層、産学公金の連携体制

が構築・強化されました。 

 認定式で、西川太一郎荒川区長は、「“確かな目

利きができるコーディネーター”として区内産業・

企業への支援・協力を強めていただきたい。また来

年度から始まるクラウドファンディングの手数料補

助事業を開始するに当たり、パートナーの皆さんの

支援を受けた場合に補助率や限度額において特例を

設けます。この講習で得られた知見を存分に発揮

し、区内事業者に大いに役立ててもらえるよう、お

力添えをいただきたい」と述べました。  

 2月26日(水)～28日(金)に幕張メッセで開催された、国内最大級のモノづくり関連展示会「第24回機械要素

技術展」に区内企業5社(うちMACC会員企業4社)が「荒川区ブース」に共同出展しました。訪れた来場者へ

「ARAKAWA Innovation」をテーマに、荒川区内企業の優れた技術とその製品、そして「モノづくりの街あら

かわ」の魅力を存分にアピールしました。 

 今回で24回を数える機械要素技術展は、軸受ベア

リング、ねじ、ばねなどの機械要素や、金属、樹脂

に関する加工技術を一堂に集めた専門技術展で、毎

回多数の来場者を集め、出展企業と商談を行ってい

ます。 

 区が、この「機械要素技術展」にブースを設け、

区内企業と共同出展を

するのは、平成28年度

から4回目となります。 

 今 回、新 型 コ ロ ナ

ウィルスの影響で、例

年に比べ入場者数は少

なく、入場時にサーモ

グラフィ検査やマスクを必ず使用する等の対策が取

られていたのが、特徴的でした。 

 3日間合計の入場者数は例年と比べ減少しました

が、反面、時間的余裕が生まれ、商談目的で来場し

たお客様からは、「ゆっくりと時間をかけて商談が

できた。」「新規分野開拓のため出展しており、取

引に繋がりそうな商談

を す る こ と が で き

た。」との声を聞くこ

とができました。 

企業名  所在地  出展時キャッチフレーズ  

（※）旭モールディング(株)  東尾久４  プラスチック切削材料の入手難を解消いたします  

（※） 志幸技研工業(株) 西尾久５  ライフラインの安全・安心を創造する企業  

(株)日東 西日暮里１  自転車ハンドルで培ったアール曲げの技術  

（※）(株)長谷川ジャバラ  東日暮里１  
環境に適したジャバラやカバーを１個から試作・製作致し

ます！  

（※）松田金型工業(株)  西尾久５  
プラスチック金型の専門メーカー 飛躍する企業はアイデ

アの金型  

荒川区ブースに共同出展した企業（五十音順）（※はMACC会員） 
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 会社の経営と子育てに日々奮闘される中、女性経

営者の会「サンアス会」は、1月は「組織と人につい

て」をテーマに、そして2月は「営業秘密の保護につ

いて」をテーマに、セントラル荒川ビル4階の産業経

済部研修室で開催しました。 

 さて、サンアス会発足後、メンバーとして初め

て、佐藤油脂工業㈱の髙橋美代子さんが、昨年事業

承継されました。社長就任後、約半年がたったとこ

ろで、承継するにあたって感じたことや今後の抱負

などを語ってくださいました。 

髙橋：佐藤油脂工業は、令和

２年で創業71年を迎えます。

祖父、父、そして私が三代目

として令和元年6月に事業承

継しました。数年前からサン

アス会等で、社長になる心得

の勉強会や会社の困りごと、

子育てとの両立はどうしたら

いいのかなど、色々な方に相

談する機会もありました。そ

のおかげで心構えはある程度できていたので、自分

の中ではそれほど混乱することなく事業承継するこ

とができたと思います。その中で「社長がやるべき

こと」ではなく「社長だからできること」に関し

て、先輩方から色々助言を頂いて最近やっと具体的

な改革案や挑戦すべき事柄のピックアップができた

ところです。昨年から今年にかけては、会社として

も大きなチャレンジの年になっていますので、今後

は新しい事への挑戦を社内外を問わずどんどん踏み

出していく計画です。そして、今後も力強く生き抜

いていける企業を目指してより一層頑張っていこう

と思っています。  

 新二アス会は「日本のあすを生き抜く経営者の

会」です。毎月第一金曜日の16時～から、自主勉強

会を開催しています。会員企業は現在15社、経営者

の年齢幅も広く、業種も多岐に渡ります。現在の会

長は太陽興業（株）社長・赤塚宏美氏、塾長・豊泉

光男がサポートしています。令和元年度のテーマは

各社の経営課題「売上アップ」を取り上げた例会と

しました。基本方針は即効性の戦術（How to）より

仕組み作りの戦略(システム化)に重点を置く、急が

ば回れ作戦です。以下、勉強会の題目を表記致しま

す。①セリングとマーケティング②戦術と戦略(孫

子)③経営者の3つの目④顧客ニーズを知る⑤経営と

顧客(ドラッカー)⑥ロイヤルカスタマー戦略⑦SWOT

分析⑧クロスSWOT分析⑨3C分析⑩PEST分析⑪顧客分

析⑫顧客カード作成⑬パレート分析⑭ABC分析⑮2・8

の法則⑯経営の重点主義⑰競合分析⑱市場分析、⑲

アンゾフの成長ベクトル⑳市場浸透戦略(新規とシェ

ア)㉑新商品開発戦略(BtoB・BtoC)㉒新市場戦略

(ニッチとドメイン)㉓多角化戦略(BtoC・BtoB)㉔

オープンファクトリー戦略㉕パブリシティ活用㉖ブ

ランド戦略㉗知財戦略㉘人材育成戦略㉙3S(整理・整

頓・清掃)活動によるカイゼン㉚知識定着の5段階㉚

新商品開発(ニーズ・シーズ、4P、知財、ブランディ

ング、仮説思考等)㉛会員経営革新モデル企業(金森

製袋紙工（株）)訪問32区外事業承継・経営革新モデ

ル企業(電鍍工業)訪問33産学連携の活用です。 

 令和２年度は新たなテーマで一年間開催していき

ます。宜しくお願い申し

あげます。 

佐藤油脂工業㈱ 
代表取締役 髙橋美代子氏 
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 前回は、知財経営におけるデザインと意匠の取扱

いを考えました。一つの商品コンセプトから複数の

デザインが創り出され他社による模倣が容易という

特徴があるため、様々な意匠制度を活用することが

重要、特許も万能ではないことからデザインにも目

を向ける必要性を学びました。 

 

 今回は知財経営のすすめの総まとめとして“商

標”を活用して“ブランド”をつくる観点から知財

経営を考えてみましょう。 

 

 “商標”とは、自社の商品やサービスと他社の商

品やサービスを区別するために付ける目印となるも

のを指します。目印となるものとであれば、文字や

図形も商標として機能します。言い換えれば、自社

と他社を区別する目印とならないものは商標として

機能する余地はありません。例えば、製品の型番や

品番等は欧文字と数字の組み合わせであることが多

く、型番や品番だけではどこの企業の商品か分から

ないため、製品の型番や品番は一般的に商標となら

ないのです。但し、製品の品番や型番であったとし

ても長年の使用により、その品番を見るとどこの会

社のものか分かるぐらいに市場で認知されている場

合は、自社と他社を区別する目印となりますので商

標となることもあります。 

 近年は、従来的な文字や図形等の商標に加えて、

色や音、商品の特定位置等も区別できる目印となる

ことに対応して、新しいタイプの商標も出てきてい

ます。 

 

 “ブランド”は消費者の心の中にいだくイメージ

のことを指します。ある会社の商品を購入した消費

者がその商品から良いイメージを受けた場合はその

イメージで“ブランド”を評価するのはも勿論のこ

と、悪いイメージも“ブランド”となることに留意

する必要があります。“商標”と“ブランド”は異

なるものなのですが、その“ブランド”イメージを

伝える手段として“商標”を使います。 

 よく下請けからの脱却を目指して自社商品を持つ

という取組みがありますが、単に商品の奇抜なネー

ミングをつければ良いいうことではありません。ま

ず、自社の商品を購入する顧客へどのようなイメー

ジを持たせるのか、その商品コンセプトをしっかり

と検討し、その商品コンセプトを顧客へ適切に伝え

る“商標”を考えることが、“ブランド”づくりに

は必要となります。そして、顧客へ“ブランド”を

認知してもらうために、“商標”を統一的に使用し

ていきます。商品が売れないのは単に商品のネーミ

ングが悪いからという理由で商品名をころころ変え

ていると、商品コンセプトの一貫性がない会社や商

品だという“ブランド”ができてしまいます。“ブ

ランド”は“ネーミング”とも違うものなのです。 

 

 全8回に亘り知財経営のすすめを執筆して参りまし

た。第1回の「自社の強みを把握する」というテーマ

を皮切りに、知財経営の導入ポイントを説明してき

ました。中小企業の皆様が今後取り組むべきことは

“ブランド”づくりです。そのためには、自社の強

みを顧客へ適切に伝えることがその第一歩となりま

す。 

 

 是非、知財経営を始めてみて、他社との違い、自

社が目指すべき方向性を

再度見直してみてはいか

がでしょうか。きっと現

在とは違う世界が見えて

くるでしょう。皆様の今

後のご活躍を祈念してお

ります。 

 長きに亘りお付き合い

賜りまして感謝申し上げ

ます。ありがとうござい

ました。 

著者略歴 押久保政彦（おしくぼまさひこ）  

●弁理士／知財経営コンサルタント／1級知財管理技能士

（特許、コンテンツ、ブランド）。 

●2005年 弁理士登録 

●2015年 博士（技術経営）学位取得 

●押久保政彦国際商標特許事務所 所長 

●関東経済産業局、特許庁事業 知財専

門家 
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連載～その34～ 

MACCミドルコーディネータ 

牛山博文 

MACCプロジェクトでは4名のコーディネータによる、きめ細かい企業

支援を行っています。 

このコーナーでは、牛山コーディネータによる生産管理の事例やMACC

コーディネータとしての活動報告等を、わかりやすく連載で皆様にお伝

えしていきます。 

経営管理と生産管理 

 経営学の父といわれるテイラー（フレデリック・

テイラー）は、レンガを積む作業について研究しま

した。つまりレンガはどうすれば早く、確実に、楽

に積んでいけるのかということを色々実験したので

す。これは現在の生産管理の研究の動機とあまり変

わりません。テイラーの研究をはじめとして、経営

管理の方法や経営学が発展してきました。このよう

なことから、経営管理の原点は生産管理にあると

いっていいと思います。 

 テイラーはレンガ積みの作業を客観的かつ科学的

に研究しました。これが彼が行った管理法が科学的

管理法と呼ばれる根拠です。生産管理はもともと科

学的な方法で研究されたのです。 

 以上のことから、経営管理あるいは経営学は本

来、生産管理が基礎であり、本流であるということ

です。生産管理の考え方を十分知らないで経営を語

ると、どこかで論理矛盾を起こします。生産管理を

しっかり学ぶことは、経営の基礎を築くことでもあ

ります。 

 ものつくり以外の産業でも、その経営には生産管

理の考え方が基本にあります。たとえば、情報産業

でもサービス業でも、スケジュール管理などの生産

管理技術は必要です。 

 

生産管理は具体的に何をするのか？ 

 生産管理とは文字どおり、生産を管理することで

す。では、生産を管理するとは具体的にどうするこ

となのでしょうか？ 

 最も基本的な生産管理とは、お客が必要とするも

のを、必要な時期または日時に、必要とする量を納

品できるように生産の進行をコントロールすること

です。これを短くいうと、「需要に見合った量をタ

イミングよく製造すること」になります。 

 では、お客の必要とする量を必要な時期に、確実

に納品するためには、どのような管理をしていかな

ければならないのでしょうか。 

 それにはまず、以前にも触れましたが計画をしっ

かり立てなければなりません。計画を立てたら、そ

の通りに実行することです。しかし災害や事故など

で計画どおり実行できないこともあります。そのよ

うな場合を速やかに発見して計画を修正する必要が

あります。以上のように生産の計画実行統制の3つを

回していくのが生産管理です。 

 

「経営管理と生産管理 」 

『MACプロジェクトパンフレット』と『MACCプロジェクト企業紹介

パンフレット』が一つになり、新しく生まれ変わりました。ご希

望の方は、産業経済部 経営支援課 産業活性化係ま

で！！！ 
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 今回は産学連携で、都立産技高専と荒川区内もの

づくり企業・太陽興業（株）との「課題解決講義」

についてお話させていただきます。この講義は令和

元年9月に夏期集中講座「企業経営」として行われま

した。 

 この講座の狙いは 

1）学生の皆さんにおいては、企業の経営課題を共に

学び、調査し、参画し、対策を真剣に考え提案す

る事で生きた学びと企業課題解決に貢献します。 

2）ものづくり企業においては今まで交流のなかった

学生さん達とオープンイノベーションを通じて交

流し、今までにない多面的な提案を享受します。 

3）3つ目の狙いは今回の講義の形はグループワーク

です。ここで生きたリーダーシップ：【リーダー

シップとは人と共に目標を達成する事】【リー

ダーシップはリーダーだけでなく全員にある

事。】を体験し、他者(メンバー)から学びを深め

る事に重点を置いています。 

 講義の進行は、 

1）オリエンテーションとして、講師・MACCプロジェ

クト紹介、グループ編成 

2）資料を詳細に読み込んで、中小製造業の課題を抽

出 

3）モデル企業太陽興業社長より教室にて企業説明 

4）ＳＷＯＴ分析とクロスＳＷＯＴ分析についての学

び 

5）市場シーズから新商品開発のケーススタディと重

点ポイントの学ぶ 

6）市場ニーズから新商品開発と4Pのグループワーク

ショップ  

7）モデル企業・太陽興業(本社工場)を訪問して、工

場見学、社長・幹部インタビューを実施し、視察

調査を行い課題を抽出 

8）グループワーク、モデル企業のSWOT分析、クロス

SWOTを完成させ、課題の深掘り 

9）太陽興業社長最終インタビュー(高専)及び提案書

作成。課題の再確認と企業ニーズからの提案の仮

説思考 

10）グループワーク(新商品開発提案書作成、仮説の

検証、改善) 

11）グループ提案書作成と見直し、提案書の予行演

習。 

12）グループ提案書最終発表。企業や来賓に提案の

講評、質疑応答。 

 

 今回の振り返り：交通機関

の事故で休講になるアクシデ

ントがあり、補講に苦労しま

した。 

 モデル企業・太陽興業様

は、産学連携は初体験でした

が快く対応していただきまし

た。 

 学生の企業訪問は、太陽興

業にとっても良い刺激と高評

価で、学生3グループからの提案はどれも実現性が高

いと評価されました。本年導入したリーダーシップ

の学びについては概ね好評でした。これからも荒川

区企業と東京都立産業技術高等専門学校との「課題

解決型講座」が続くことを祈って筆を置きます。  

＜発行＞ 荒川区産業経済部経営支援課産業活性化係 MACCプロジェクト事務局 

〒116-8501 東京都荒川区荒川2-2-3 TEL:03-3802-4683 FAX:03-3803-2333 

E-mail:macc@city.arakawa.tokyo.jp  登録番号(31)0001-4号 

『荒川産学連携2物語 』 

 MACCシニアコーディネータ 豊泉光男  

〈企業訪問〉 

〈学生からの提案プレゼン〉 

mailto:macc@city.arakawa.tokyo.jp

